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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、20 世紀ドイツ語圏の文学世界にもっとも重要な位置を占める作家のひとりローベルト・ムージル（Robert 
Musil 1880-1942）の長編小説『特性のない男』を中心に、ムージルが言語への深い懐疑から出発しつつも、逆に言
語の否定性を梃子に文学テクストの可能性をいかに執拗に追求し続けたかを明らかにしようとした試みである。全体
は序、５章からなる本論、結語で構成され、註、参考文献を含めて A4 判 217 ページ（400 字詰め原稿用紙換算で約
650 枚）である。 
 まず序では、言語と認識への懐疑に色濃く染め上げられた 20 世紀初頭の文学状況が、本論文の問題設定の背景と
して素描される。文学がそれまで保持してきた他の言説に対する特権性、さらには言語そのものが他のメディアに対










































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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はムージル文学への核心を明確に見据えながら、現代文学、あるいはそれを超えた文学一般の根源的な問題を炙り出
している。 
 ただ、テクスト分析にあたって援用されているタームのなかには、現代批評の議論のさなかから生まれた、修辞性
に富んだものも散見される。それらについて、ムージル文学に即してさらに明確化が図られれば、いっそう彫琢の深
い論述になったと思われる。また、ムージル文学の大きなテーマである「愛」の問題については、その観念も実相も
ややアプリオリなものとして扱われている感があって、もう一歩踏み込んだ説明を聞きたかったというのは望蜀の嘆
であろうか。とは言え、それらは本論文がムージル研究において果たした多大な寄与をいささかも損なうものではな
い。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
